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１　福祉サービス事業者情報

（１）　事業者概況

（２）　基本情報

　職員の配置

人　数

1

2

　

　

　

　

・12月　クリスマスお遊戯会

・ １月　もちつき、食育参観

福祉サービス第三者評価の結果

　

嘱託医

 ・ ７月　プール遊び、七夕まつり

 ・ ８月　夏祭り

 ・ ９月　バス遠足、世代間交流会

 ・10月　小遠足

・11月　七五三参り

・毎月　誕生会、英会話、サッカー教室

利用人数 ９３名

 ・遊戯室　　　　　　　　　　　 　 　　１　　　　　

 ・障がい児（軽度）保育 ・ ２月　豆まき、雪上ミニ運動会

・ ３月　ひなまつり、卒園式

職　種 人　数 職　種

　　

居室概要 居室以外の施設設備の概要

 ・保育室　　　　　　　　　　　　　　　４

 ・調理室　　　　　　　１　　　　　　

 ・エントランス  　　　１ 　　 　

http://www.sh-aiseien.jp/hiroho/

サービス内容　（事業内容） 施設の主な行事

 ・延長保育事業

 ・事務、医務室　　　１

 ・一時預かり事業

 ・休日保育事業

ホームページアドレス

　　

 ・ ４月　入園式、保育参観

ＦＡＸ電話

設置主体
（経営主体） 社会福祉法人 弘前愛成園 定員     ９３名

０１７２（３２）３９７７

 ・ ５月　交通安全教室、ミニピクニック

 ・ ６月　運動会

幼保連携型認定こども園 弘前保育園 種別

代表者氏名
（管理者） 園長　成田由美子 開設年月日

幼保連携型認定こども園

平成２５年４月１日

事業所名称
（施設名）

看護師

 ・ランチルーム兼地域交流室　　１　　　　

用務員 1 　

 平成２７年８月１１日提出（評価機関→推進委員会）

　〒０３６-８０５４　青森県弘前市大字田町３丁目４－３９

０１７２（３２）３９７４

所在地

連絡先電話

 ・乳児室、ほふく室　　　　　　　 　１

 ・休憩室　　　　　  　２　　　

園長 1

1

　

主任保育士

調理員

　

 

15保育士

2

1
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２　評価結果総評

◎　特に評価の高い点

◎　改善が求められる点

３　第三者評価結果に対する事業者のコメント

　　第三者評価を受けて、園の運営や保育サービスの見直し、改善点を客観的に捉えることが出来ました、評価して頂いたことは、
　開園２年目の園としてはとても励みになり、今回の結果を職員が共通意識を持って、更なる向上に向けて取り組んでいきたいと思
　います。

 ・中期計画を踏まえた中期の収支計画の策定
　　　法人の理念実現に向けて、中期のビジョンとその達成に向けた課題や具体的な取組を示した中期行動計画を策定しています
　　が、それを踏まえた中期の収支計画を策定するまでには至っていません。中期行動計画を達成するために、中期の収支見通しを
　　立てて収支計画を策定することが望まれます。

所　  在 　 地

事業所への
評価結果の報告

　青森県弘前市大字宮園２丁目８－１

  ・理念や基本方針の地域住民への周知
　　　理念や基本方針を、地域住民に対し、ホームページに掲載したり、機関誌に掲載して配布したり、園行事に参加した際に説明し
　  たりするなどして周知しているほか、園の活動や行事の様子などをブログで紹介することによって、十分に理解していただけるよう
　　に努めています。
 ・管理者のリーダーシップ
　　　園長は、保育の質の向上に向けて、定期的な保育士等の自己評価及び保育所の自己評価を実施し、質の現状を評価・分析し
　  て課題を明確にするとともに、職員参画のもとで改善に向けた検討を行って具体的な取組を示しています。また、経営や業務の効
    率化や改善に向けて、経営状況の分析や、人員配置や勤務体制の検証を行なうとともに、その結果をもとに職員の意見を取り入
    れて具体的な取組を示すなど、十分な指導力を発揮しています。
 ・職員の質の向上に向けた教育・研修
　　  職員の資質や技術の向上、専門知識の習得を図るために、職員一人ひとりについて、研修履歴や研修に対する意向を把握し、
　  個別の知識や技術水準を踏まえて研修計画を策定するとともに、計画に基づいて職場内教育・研修に積極的に取り組んでいるほ
　　か、外部研修への派遣や内部研修等を実施しています。

　平成２７年　８月　６日

名　　　　　称

　平成２６年１０月　３日～平成２７年　３月１８日

　平成２６年１０月　３日評価機関

評価実施期間

　社会福祉法人　弘前市社会福祉協議会

事業所との契約日
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４　評価細目の第三者評価結果

法人理念の「愛・行動・感謝」に基づいて、保育所が目指す
方向を示した理念が明文化されており、事業計画やパンフ
レット、入園のしおり、園だより等に記載されています。また、
保育所の理念に基づいて、実施する保育・保育サービスに関
する基本方針が、職員の行動規範となるような具体的な内容
で明文化されており、事業計画や入園のしおり等に記載され
ています。

理念や基本方針を、職員に年度始めの職員会議で配布し
説明するとともに、毎月の職員会議でも話題にして継続的に
周知しています。また、保護者にクラス懇談会の場で配布し
説明するとともに、地域住民に向けて、理念を掲載した法人
機関誌を配布したり、園行事の際に説明したりしているほ
か、園の活動をホームページやブログで周知しています。

法人の中期行動計画を策定し、理念の実現に向けた取組
を示すとともに、各年度の事業計画にその内容を反映させた
人材育成やサービスの質の向上に向けた取組等を示してい
ますが、中期行動計画に対応する収支計画を策定し、その
内容を事業計画に反映させるまでには至っていません。

全職員参画のもとで当年度の事業計画の実施状況を把
握・評価し、その結果や保育所自己評価、保護者アンケート
をもとに見直しを行って、次年度の事業計画を策定していま
す。また、事業計画を職員に年度始めに配布して説明すると
ともに、毎月の職員会議でその進捗状況を確認するなどして
理解を促しているほか、保護者に事業計画を記載した入園
のしおりや園だよりを配布し、クラス懇談会の場で説明してい
ます。

評価細目の第三者評価結果

Ⅰ－３－（２）－①

園長は、自らの役割と責任を業務分担表で明らかにし、職
員に会議の場で表明するとともに、職員をリードして適確な
判断や指示をするように努めています。また、有事における
園長の責任と役割も各種マニュアルに明示されています。

遵守すべき法令等を、業界団体の会議や研修に参加した
り、法人本部から情報を得たり、インターネットで検索したりし
て把握するとともに、職員に会議等で周知していますが、把
握した法令等をリスト化するなどして整理することが望まれま
す。

保育の質について、定期的、継続的に保育士等の自己評
価と保育所の自己評価を実施し、現状を評価・分析するとと
もに課題を明確にし、職員会議やミーティングの場で改善に
向けた話し合いを持ち、取組を明示して向上に努めていま
す。

経営や業務の効率化と改善に向けて、法人と連携して毎月
の収支状況を分析したり、職員の意見を聞いて人員配置や
勤務体制を検証したりするとともに、分析や検証結果をもと
に職員と話し合いを持ち、具体的な取組を明示して取り組ん
でいます。

　管理者のリーダーシップが発揮されている。

　管理者の責任とリーダーシップ

　質の向上に意欲を持ちその取り組み
に指導力を発揮している。 ａ

Ⅰ－３－（２）－➁
　経営や業務の効率化と改善に向け
た取り組みに指導力を発揮している。 ａ

Ⅰ－３－（１）－➁
　遵守すべき法令等を正しく理解する
ための取り組みを行っている。 b

Ⅰ－３－（２）

ａ

ａ

Ⅰ－３－（１） 　管理者の責任が明確にされている。

Ⅰ－３－（１）－①
　管理者自らの役割と責任を職員に対
して表明している。 ａ

Ⅰ－３

Ⅰ－２－（２）－①
　事業計画の策定が組織的に行われ
ている。

　事業計画が適切に策定されている。Ⅰ－１－（２）

Ⅰ－２－（２）－③
　事業計画が利用者等に周知されて
いる。 ａ

Ⅰ－２－（２）－➁ 　事業計画が職員に周知されている。

b

Ⅰ－２－（１）

　中・長期計画が策定されている。 b

　理念に基づく基本方針が明文化され
ている。

　理念や基本方針が利用者等に周知
されている。

Ⅰ－１－（１）－➁

Ⅰ－２－（１）－➁
　中・長期計画を踏まえた事業計画が
策定されている。

Ⅰ－２－（１）－①

ａ

ａⅠ－１－（２）－➁

Ⅰ－２

Ⅰ－１－（１）－① ａ　理念が明文化されている。

　計画の策定

ａ

Ⅰ－１－（２）

　理念、基本方針が確立されている。

　中・長期的なビジョンと計画が明確にされて
いる。

　理念や基本方針が周知されている。

Ⅰ－１－（２）－①

Ⅰ－１－（１）

Ⅰ－１ 　理念・基本方針

　理念や基本方針が職員に周知され
ている。

　福祉サービスの基本方針と組織 評価結果講評第三者評価結果評価対象　Ⅰ
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法人で一括して各事業所が必要とする人員や人材を考慮
し、人事管理を行なっており、保育所を適切に機能させるた
めに、常勤と非常勤の保育士の比率や、幼稚園教諭や看護
師等の有資格職員の配置などを考慮して必要な人員や人材
体制が取られています。また、人事考課がその目的や考課
基準を明確に示し、職員一人ひとりの自己評価と関連づけて
定期的に行なわれており、職員へ評定結果をフィードバック
し、能力や技術力の向上、意欲喚起などにつなげています。

職員の就業状況に関するデータを定期的にチェックすると
ともに、意向を相談窓口や個別面談の機会を設けて把握し、
園長や主任等でチェック結果や把握した意向を分析・検討し
て勤務体制などの改善につなげています。また、職員の福利
厚生や健康維持の取組として、健康診断や予防接種の実
施、セクシャルハラスメントの相談窓口の設置、親睦会や会
食等の職員交流の実施、ユニホーム等の給付などが行なわ
れています。

組織が職員に求める基本的姿勢を行動規範として示し、求
める専門性を基本方針に示すとともに、職員研修の目的や
方法を事業計画に明示しています。また、職員一人ひとりに
ついて、研修履歴や研修に対する意向等を把握し、知識や
技術水準を踏まえて研修計画・評価シートを作成するととも
に、それに基づいた職場内研修や外部研修派遣が行なわれ
ています。その上で、担当者が研修を終了した職員の復命書
や研修内容の発表、研修後の業務等をもとに当該職員の研
修成果を評価・分析して次の研修計画に反映させています。

実習生の受入れについて、その目的を明文化するととも
に、必要事項を記載したマニュアルを整備し、職員に会議で
説明しています。また、学校と責任体制を明確にした契約書
を交わしたり、実習プログラムを用意したり、実習期間中も学
校と連携を図ったりするなど積極的に取り組んでいます。

子どもの安全確保に関する取り組みについて、園長のリー
ダーシップの下で主任や担当者で検討し、ミーティングで全職員
に周知しているほか、緊急時のリスクの種類別に管理体制や対
応マニュアルを整備するとともに、職員に配布して理解を促して
います。また、保護者へ感染症の情報を保健だよりに掲載した
り、掲示したりして提供しています。

災害時対応マニュアルを整備し、災害時の対応体制や保護者
への連絡・引渡しの方法を決めているほか、地震発生時の利用
者及び職員の安否確認の方法を決めています。また、震災等
に備えて、食料や飲料水、暖房器具等を備蓄したり、自治会に
支援を働きかけたり、消防署と連携して避難訓練を行なったりし
ています。

クラス毎に、ひやり・はっと事例を収集し、対応する未然防止
策を検討するとともに、文書化して全クラスに配布したり、ミー
ティングで周知したりして実行し、その実効性を確認するととも
に、不十分な場合は再度検討して見直しを行っています。

評価結果講評

社会福祉事業の動向について、業界団体への加入や関係
機関との連携によって把握するとともに、地域の子どもの数
や福祉ニーズについて、行政や見学者、一時預かり利用者
からの情報、小学校児童数の推移、地域との交流事業等を
通して把握しています。また、毎月の収支状況や在園児数等
をもとに法人と連携して経営状況を分析し、課題の発見に努
めるとともに、改善に向けて保護者や職員の意見を聞いて検
討しています。

専門的な知識を有する法人の監事による監査は実施して
いますが、外部監査が実施されていませんので、法人の外
部の専門家による監査を実施することが望まれます。

Ⅱ－３－（１）－①
　緊急時（事故、感染症の発生時など）
における利用者の安全確保のための
体制が整備されている。

ａ

Ⅱ－３－（１）－③
　利用者の安全確保のためにリスクを
把握し対策を実行している。 ａ

Ⅱ－３－（１）－➁
　災害時に対する利用者の安全確保
のための取り組みを行っている。 ａ

Ⅱ－３ 　安全管理

Ⅱ－３－（１）
　利用者の安全を確保するための取り組みが
行われている。

Ⅱ－２－（４） 　実習生の受け入れが適切に行われている。

Ⅱ－２－（４）－①
　実習生の受け入れと育成について基本的
な姿勢を明確にした体制を整備し、積極的
な取り組みをしている。

ａ

Ⅱ－２－（３）－➁
　個別の職員に対して組織としての教育・
研修計画が策定され計画に基づいて具体
的な取り組みが行われている。

ａ

Ⅱ－２－（３）－③
　定期的に個別の教育・研修計画の評
価・見直しを行っている。 ａ

Ⅱ－２－（３）
　職員の質の向上に向けた体制が確立されて
いる。

Ⅱ－２－（３）－①
　職員の教育・研修に関する基本姿勢
が明示されている。 ａ

Ⅱ－２－（２）－①
　職員の就業状況や意向を把握し必
要があれば改善する仕組みが構築さ
れている。

ａ

Ⅱ－２－（２）－➁
　職員の福利厚生や健康の維持に積
極的に取り組んでいる。 ａ

Ⅱ－２－（１）－➁
　人事考課が客観的な基準に基づい
て行われている。 ａ

Ⅱ－２－（２） 　職員の就業状況に配慮がなされている。

Ⅱ－２－（１） 　人事管理の体制が整備されている。

Ⅱ－２－（１）－①
　必要な人材に関する具体的なプラン
が確立している。 ａ

Ⅱ－１－（１）－③ 　外部監査が実施されている。 ｃ

Ⅱ－２ 　人材の確保・養成

Ⅱ－１－（１）－①
　事業経営をとりまく環境が的確に把
握されている。 ａ

Ⅱ－１－（１）－➁
　経営状況を分析して改善すべき課題
を発見する取り組みを行っている。 ａ

評価対象　Ⅱ

Ⅱ－１－（１） 　経営環境の変化等に適切に対応している。

　組織の運営管理 第三者評価結果

Ⅱ－１ 　経営状況の把握
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保育課程に地域との交流を位置づけ、散歩などで日常的
に地域の人とあいさつを交わしたり、敬老大会や幼年消防ク
ラブなどの地域の行事や活動に参加したり、地域住民へ夏ま
つりや作品展などの行事に参加を呼びかけたりしています。
また、子育てに活用できる地域の情報を収集し、保護者に掲
示するなどして提供しています。

地域の保護者等に対し、見学者の相談に応じたり、一時預
かりを実施したり、ホームページやブログで園の活動や行事
の様子を紹介したりなどしていますが、園を開放して交流す
る場を提供したり、相談支援の窓口を設けたり、子育てに関
する研修会や講演会を開催したりするなど、子育て支援の拠
点となる積極的な取組に期待します。

ボランティア受入れに当たり、受入れの目的を明文化する
とともに、担当者や手続き、ボランティアへのオリエンテーショ
ンの実施、注意事項等を記載したマニュアルを作成し、職員
に会議等で説明して理解を促しています。

子どもの保育の様々な場面に対応できる社会資源の一覧
を作成するとともに、各種マニュアルにも連携が必要な関係
機関・団体を記載し、職員会議等で説明して情報を共有して
いるほか、子育てに関する関係機関・団体の情報を、玄関に
資料を置いたり、掲示したりして保護者に提供しています。ま
た、小学校や民生委員児童委員と定期的な情報交換を行っ
たり、法人内の関係事業所と連携して課題の検討を行なった
り、虐待防止に向けて児童相談所と連携体制を整備したりし
ています。

法人内の定期的な施設長会議や児童家庭支援センターと
の連携、見学者からの相談などをもとに、地域の福祉・子育
てニーズを把握しています。また、把握したニーズに基づい
て、一時預かりや延長保育、休日保育を事業計画に示して
実施し、利用状況をもとにした評価・分析を行なっています。

Ⅱ－４－（３）－① 　地域の福祉ニーズを把握している。 ａ

Ⅱ－４－（３）－➁
　地域の福祉ニーズに基づく事業・活
動が行われている。 ａ

Ⅱ－４－（２）－➁
　関係機関等との連携が適切に行わ
れている。 ａ

Ⅱ－４－（３）
　地域の福祉向上のための取り組みを行って
いる。

Ⅱ－４－（２） 　関係機関との連携が確保されている。

Ⅱ－４－（２）－① 　必要な社会資源を明確にしている。 ａ

Ⅱ－４－（１）－➁
　事業所が有する機能を地域に還元し
ている。 b

Ⅱ－４－（１）－③
　ボランティア受け入れに対する基本
姿勢を明確にし体制を確立している。 ａ

Ⅱ－４－（１） 　地域との関係が適切に確保されている。

Ⅱ－４－（１）－①
　利用者と地域とのかかわりを大切に
している。 ａ

Ⅱ－４ 　地域との交流
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子どもの人権尊重について、基本姿勢を保育課程に明示し
て職員間で話し合う機会を設けたり、関係する外部研修に職
員を派遣したりして共通理解を図るとともに、子ども一人ひと
りの人権に配慮した具体的な取組を職員間で確認し合って
います。また、子ども・保護者のプライバシーに配慮した具体
的な取組を明示したマニュアルを整備し、会議等で職員に説
明するとともに、マニュアルに基づいた取組が実施されてい
ます。

定期的な保護者アンケートや嗜好調査、個別面談や保護
者懇談会の場での聴取などで利用者の意向を把握し、把握
した結果を会議等で分析・検討するとともに、分析・検討結果
を次年度の事業計画に反映させるなどして改善につなげて
います。

保護者の相談や意見に対する保育所の姿勢を明示し、複
数の相談方法や相談相手を用意するとともに、保護者にそ
のことを説明した文書を配布したり、掲示したりして周知して
いるほか、相談や意見を述べやすいように相談室を用意して
います。

苦情解決の体制や仕組みを整備し、保護者にそのことを説
明した文書を配布したり、掲示したりして周知するとともに、
玄関に意見箱と記入用紙を置いて苦情を申し出やすいよう
工夫しています。また、苦情の検討内容や改善方法を申出た
保護者等にフィードバックするとともに、苦情内容や解決結果
を事業報告に記載したり、掲示板に掲示したりして公表して
います。

保護者からの意見等に対する姿勢を明示し、受付体制や
対応手順を規程で定めるとともに、全職員に周知して迅速に
対応しているほか、意見等を保育等の改善に反映させてい
ます。

サービスの質の評価に対する組織としての姿勢を事業計
画に明示し、担当者を置いて定期的に保育士等の自己評
価、保育所の自己評価を実施するとともに、評価結果を会議
等で分析・検討し、園の課題や良さを明確にして職員間で共
有しています。また、課題の改善策を立て、次年度の事業計
画に盛り込んで実施するとともに、実施状況を評価し、必要
に応じて見直しを行っています。

提供する保育の標準的な実施方法が保育士マニュアルと
して文書化されており、子どもの個性尊重や保護者のプライ
バシー保護に配慮した内容となっています。また、マニュアル
を各クラスに配布し、職員に会議等で説明して周知するとと
もに、それに基づいた保育を実施しています。マニュアルの
見直しは、職員が年度末に現状を検証しながら話し合って行
なっているほか、気がついた点があれば、随時話し合いを
持って行なっています。

一人ひとりの子どもの発達状況や生活状況の経過を保育
児童票に記録し、指導計画に基づく保育が実施されているこ
とを確認することができるほか、記録内容を連絡ノートや口
頭で関係する職員に周知しています。また、子どもに関する
記録の管理について、規程やマニュアルで管理者や保管、
保存、廃棄、情報開示等を定めるとともに、職員に個人情報
保護や守秘義務の遵守を周知して適切に行なわれていま
す。

子どもや保護者の情報を、定期的にケース会議を開催して
職員間で共有するとともに、日常的に連絡ノートや口頭伝
達、ミーティング等で共有しています。

評価結果講評

Ⅲ－２－（３）－③
　利用者の状況等に関する情報を職
員間で共有化している。 ａ

Ⅲ－２－（３）－①
　利用者に関するサービス実施状況の
記録が適切に行われている。 ａ

Ⅲ－２－（３）－➁
　利用者に関する記録の管理体制が
確立している。 ａ

Ⅲ－２－（２）－➁
　標準的な実施方法について見直しを
する仕組みが確立している。 ａ

Ⅲ－２－（３）
　サービス実施の記録が適切に行われてい
る。

Ⅲ－２－（２）
　提供するサービスの標準的な実施方法が確
立している

Ⅲ－２－（２）－①
　提供するサービスについて標準的な
実施方法が文書化されサービスが提
供されている。

ａ

Ⅲ－２－（１）－➁
　評価結果に基づき組織として取り組
むべき課題を明確にし、改善策・改善
実施計画を立て実施している。

ａ

Ⅲ－２－（１）
　質の向上に向けた取り組みが組織的に行わ
れている。

Ⅲ－２－（１）－①
　サービス内容について定期的に評価
を行う体制を整備している。 ａ

Ⅲ－２ 　サービスの質の確保

Ⅲ－１－（３）－➁
　苦情解決の仕組みが確立され十分
に周知・機能している。 ａ

Ⅲ－１－（３）－③
　利用者からの意見等に対して迅速に
対応している。 ａ

　利用者満足の向上に努めている。

Ⅲ－１－（３）
　利用者が意見等を述べやすい体制が確保さ
れている。

Ⅲ－１－（３）－①
　利用者が相談や意見を述べやすい
環境を整備している。 ａ

Ⅲ－１－（１）－①
　利用者を尊重したサービス提供につ
いて共通の理解をもつための取り組み
を行っている。

ａ

Ⅲ－１－（２）－①
　利用者満足の向上を意図した仕組
みを整備し、取り組みを行っている。 ａ

Ⅲ－１－（１）－➁
　利用者のプライバシー保護に関する
規程・マニュアル等を整備している。 ａ

Ⅲ－１－（２）

　適切な福祉サービス 第三者評価結果

Ⅲ－１ 　利用者本位の福祉サービス

Ⅲ－１－（１） 　利用者を尊重する姿勢が明示されている。

評価対象　Ⅲ
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ａ

Ⅲ－４

　定期的にサービス実施計画の評価・
見直しを行っている。

Ⅲ－３－（２）－①

ａ

Ⅲ－４－（２）

Ⅲ－４－（２）－①
　サービス実施計画を適切に策定して
いる。

　サービス実施計画の策定

　利用者に対するサービス実施計画が策定さ
れている。

　事業所の変更や家庭への移行など
にあたりサービスの継続性に配慮した
対応を行っている。

保育理念や保育内容、料金等をわかりやすく記載したパン
フレットを作成し、行政窓口に置いているほか、ホームページ
で保育理念や保育内容等を紹介したり、ブログで日頃の保
育や行事の様子を伝えたりして、利用希望者に園の情報を
提供しています。また、サービスの開始にあたり、保護者に
入園のしおりを用意し、質問に答えながら保育サービスや料
金等を丁寧に説明するとともに、同意を得てその内容を書面
で残しています。

他の保育所への移行のあたり、引継ぎ書を定めて、保護者
の同意を得た上で移行する保育所へ情報を提供しているほ
か、退所後も相談に応じていることを説明し、その内容を文
書にして保護者に渡しています。

子どもの身体や生活状況、保護者の状況等を毎年度始め
に統一の様式の児童家庭調書によって把握・記録するととも
に、子どもの具体的なニーズも明示しています。

保育課程に基づいて、クラス別に長期的な年間・月間指導
計画と短期的な週・日案指導計画を関連づけて策定してお
り、一人ひとりの発達過程に即して、子どもの実態を把握しな
がら、ねらいが達成されるよう環境を構成するとともに、主体
的な活動ができるように配慮しています。また、保育のねらい
や子どもの状況等について、担任の保育士が指導計画の単
位ごとに評価し、園長や主任が確認するとともに、評価結果
を反映させて次の指導計画を策定しています。

ａ

Ⅲ－４－（１）－①
　定められた手順に従ってアセスメント
を行っている。 ａ

Ⅲ－４－（１） 　利用者のアセスメントが行われている。

Ⅲ－４－（２）－➁

　サービスの開始にあたり利用者等に
説明し同意を得ている。 ａ

Ⅲ－３－（２）
　サービスの継続性に配慮した対応が行われ
ている。

Ⅲ－３－（１）－➁

Ⅲ－３－（１）
　サービス提供の開始が適切に行われてい
る。

Ⅲ－３－（１）－①
　利用希望者に対してサービス選択に
必要な情報を提供している。 ａ

Ⅲ－３ 　サービスの開始・継続
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評価対象　Ａ

保育課程が、保育指針や保育理念等に基づき、子どもとそ
の背景や地域実態、家庭状況等を考慮して編成されていま
す。また、園長のリーダーシップの下、主任がクラスリーダー
の意見を取り入れて編成し、年度末に全職員で評価し、結果
に基づいて改善しています。

乳児保育のために、保育室は冷暖房を完備し、明るく衛生
的で、子どもが安心して過ごせる環境になっているほか、看
護師を配置し、子どもの心身状態を把握して保健的な配慮も
しています。また、個別の指導計画を作成し、子ども一人ひと
りに応じて丁寧にかかわっています。

１．２歳児の保育において、子どもの状態を観察して保健的
な配慮をするとともに、自分でしようとする気持ちを尊重した
り、自我の育ちを受けとめたりしながら基本的な生活習慣を
身につけられるよう配慮しています。また、子どもが出来たこ
とを連絡帳や送迎時の対話等で保護者に伝え、子育ての相
談に応じるなど家庭との連携に配慮しています。

３歳以上児の保育において、３歳児は、集団の中で自分の
思いや要求などを言葉や活動で自己表現できるように、４歳
児は、友達と一緒に遊びながら繋がりが広がるように、５歳
児は、様々な経験を通して社会生活に必要な基本的な力を
身につけられるように配慮しています。

就学に向けた保育目標を事業計画に記載し、それに基づ
いて、子どもが小学校の授業を見学したり、保育者と小学校
教員との意見交換の場を設けたりするとともに、保護者が子
どもの就学に見通しが持てるように、就学に向けた取組をク
ラス便りに掲載したり、参観日に意見交換を行ったりしていま
す。

木をふんだんに使い、明るい色調で統一された園内は、採
光や換気、保温、清潔等に配慮され、トイレや手洗い場も使
いやすさや安全性に配慮されています。また、保育者が子ど
もの身近にいて、いつでも応じられるようにし、食事や睡眠の
ための心地よい空間、子どもがくつろいだり、自由に遊んだり
できる場所を確保しています。

基本的な生活習慣が身につくように、一人ひとりのリズムに
合わせたトイレトレーニングを行なったり、自分でやろうとする
気持ちを大切にして衣服の着脱やたたみ方を支援したり、う
がいや歯磨き、手洗いを励行したりしているほか、身体的な
活動ができるように、園庭遊びや散歩など戸外で活動する機
会を積極的に設けています。

子どもの発達段階や興味に即した遊具や玩具を用意し、自
由に取り出して遊べる時間や空間を確保したり、クラスで共
同して作品を制作したり、異年齢の子どもが遊ぶ機会を設け
たり、当番活動を用意したり、あいさつや順番を守ることが身
につくよう援助したりするなど、子どもの主体的な活動や友だ
ちとの共同的な体験ができるような環境を整備しています。

動植物を育てたり、木の実や葉っぱを使って遊んだりする
など自然とかかわれる環境や、散歩や園行事で地域の人と
交流したり、電車や公共バスを利用した遠足を実施したり、
伝統的な行事を保育に取り入れたりするなど社会とかかわ
れる環境を整備しています。

絵本の読み聞かせや紙芝居、カルタやしりとり、パズル、ぬ
り絵等の遊び、リズム遊びや楽器演奏等を取り入れるととも
に、施設慰問やお遊戯会等で歌や踊りを披露する機会を設
けて、豊かな言語に触れ、表現活動を体験できるような環境
を整備しています。

保育士は、保育士等の自己評価を年2回実施し、自らの保
育実践を振り返るとともに、評価結果をもとに話し合って、保
育の改善や専門性の向上に取り組んでいます。

評価結果講評

Ａ－１－（３）

子どもが主体的に身近な自然や社会
とかかわれるような人的・物的環境が
整備されている。

ａ

Ａ－１－（２）－⑤

ａ

子どもが言葉豊かな言語環境に触れ
たり、様々な表現活動が自由に体験で
きるような人的・物的環境が整備され
ている。

ａ

Ａ－１－（２）－④

ａ

Ａ－１－（１）－④

３歳以上児の保育において養護と教
育の一体的展開がされるような適切な
環境が整備され、保育の内容や方法
に配慮されている。

ａ

Ａ－１－（２）－②
子どもが基本的な生活習慣を身につ
け、積極的に身体的な活動ができるよ
うな環境が整備されている。

ａ

Ａ－１－（２） 環境を通して行う保育

職員の資質向上

Ａ－１－（３）－①
保育士等が主体的に自己評価に取り
組み、保育の改善が図られている。

Ａ－１－（２）－①
生活にふさわしい場として、子どもが
心地よく過ごすことのできるような人
的・物的環境が整備されている。

ａ

Ａ－１－（２）－③

子どもが主体的に活動し、様々な人間
関係や友だちとの協同的な体験がで
きるような人的。物的環境が整備され
ている。

ａ

保育所の保育の方針や目標に基づ
き、発達過程を踏まえ、子どもの心身
の発達や家庭及び地域の実態に即し
た保育課程を編成している。

ａ

Ａ－１－（１）－⑤
小学校との連携や就学を見通した計
画に基づいて、保育の内容や方法、保
護者とのかかわりに配慮されている。

ａ

ａＡ－１－（１）－②
乳児保育のための適切な環境が整備
され、保育の内容や方法に配慮されて
いる。

Ａ－１－（１）－③

１・２歳児の保育において養護と教育
の一体的展開がされるような適切な環
境が整備され、保育の内容や方法に
配慮されている。

Ａ－１ 保育所保育の基本

Ａ－１－（１） 養護と教育の一体的展開

Ａ－１－（１）－①

第三者評価結果
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家庭環境や生活リズム、成長の差等から生じる子ども一人
ひとりの違いを把握し、その違いを尊重した言葉づかいや対
応を職員間で話し合いながら、「わかりやすく穏やかに話す」
「制止する言葉を使わない」「子どもの質問にその場で答え
る」「登園時に泣く子どもに安心感を与える言葉がけをする」
などに心がけています。

気になる子どもが他の子どもと共に成長できるよう、障がい
児保育について会議等で共通理解を図るとともに、気になる
子どもの児童票に課題と目標を明示し、ことばの教室等の専
門機関や保護者と連携しながら保育に取り組んでいるほか、
保護者に適切な情報を伝えて支援しています。

一日の生活を見通した計画を立てて、おもいおもいに遊ぶ
ことができる遊具や玩具を用意したり、くつろぐことができる
空間や異年齢の子ども同士で遊ぶことができる時間帯を設
けたりしているほか、延長保育の利用者にはおやつを提供し
ています。また、子どもの状況について、連絡ノートや口頭で
職員間の引継ぎを行なうとともに、保護者にも伝えて子ども
の生活リズムに配慮しています。

子どもの健康管理は、マニュアルや健康管理計画を作成
し、既往症や予防接種の状況について保護者から情報を得
るなどして、子ども一人ひとりの健康状態に応じて実施してい
ます。また、保護者と連携して、体調がすぐれない子どものそ
の日の食事や過ごし方に柔軟に対応するなどの取組が行な
われています。

子どもが菜園で育てた野菜を料理して食べたり、バイキン
グ方式を取り入れたり、自分で盛って食べられるようにした
り、配膳やテーブル拭きなどの当番活動を取り入れたり、調
理員と会話できるようにしたりするなど、子どもが食事を楽し
むことができるように工夫しています。

嗜好調査や残食・検食の記録をもとに子どもの食べる量や
好き嫌いを把握し、調理員が子どもの食べる様子を見ながら
話を聞いて献立や調理に反映させています。また、季節の食
材を使ったり、郷土食を取り入れたり、手作りのおやつを心が
けたりなどしているほか、子ども一人ひとりの発育状況にあ
わせて味付けやきざみ方を工夫したりなどもしています。

健康診断と歯科検診を年2回実施し、結果を記録して職員
に周知するとともに、保護者へ連絡帳に記載したり、口頭で
伝えたりして周知しています。また、嘱託医から検診結果に
基づくアドバイスをもらい、保育に反映させています。

アレルギー疾患等をもつ子どもに対し、医師の診断書に基
づき、保護者と十分に情報交換を行いながら対応していま
す。アレルギーの原因食物を除去した代替食は、他の子ども
と相違がないよう配慮しているほか、トレーで区別して間違い
がないよう提供しています。

調理場や水周りなどの衛生管理について、マニュアルを作
成するとともに、園長のリーダーシップの下、担当者を置いて
実施し、職員会議や給食会議で検討を行なっています。ま
た、マニュアルは、職員に会議等で周知するとともに、年度末
に見直しを行っています。

Ａ－２－（３）－②

調理場、水周りなどの衛生管理が適
切に実施され、食中毒等の発生時に
対応できるような体制が整備されてい
る。

ａ

Ａ－２－（３）－①
アレルギー疾患、慢性疾患等をもつ子
どもに対し、主治医からの指示を得
て、適切な対応を行っている。

Ａ－２－（２）－③
乳幼児にふさわしい食生活が展開さ
れるよう、食事について見直しや改善
をしている。

ａ

ａ

家庭と連携して食育を進めることを保育課程に位置づけ、
家庭での食事の状況を把握しながら、毎月の献立表を配布
したり、求めに応じてレシピを提供したり、試食する機会を設
けたり、サンプルを掲示したりするなど、保護者が食育に関
心をもてるような取組をしています。

保護者と個別の相談や送迎時の対話、連絡帳などで日常
的な情報交換を行って信頼関係を築くとともに、子どもが出
来たことを互いに伝え合って成長の喜びを共有できるように
取り組んでいます。

子どもの発達や育児について、クラス懇談会の場で、保育
の意図を説明して話し合いを持っているほか、保育参観の場
で、保護者も一緒に保育に参加する機会を設けたり、クラス
だよりを資料に話し合いを持ったりして共通理解を図ってい
ます。

虐待を受けていると疑われる子どもの早期発見に向けた観
察ポイントや、発見した場合の対応を示した虐待対応マニュ
アルを整備し、職員に会議等で確認するなどして理解を促す
とともに、養育に不安を抱える保護者の相談に応じたり、虐
待防止のポスターを掲示したりして、保護者に対する虐待の
予防や啓発に努めています。

Ａ－３－（１）－④

虐待に対応できる保育所内の体制の
下、不適切な養育や虐待を受けている
と疑われる子どもの早期発見及び虐
待の予防に努めている。

ａ

Ａ－３－（１）－③

子どもの発達や育児などについて、懇
談会などの話し合いの場に加えて、保
護者と共通の理解を得るための機会
を設けている。

ａ

Ａ－３－（１）－①
子どもの食生活を充実させるために、
家庭と連携している。 ａ

Ａ－３－（１）－②
家庭と子どもの保育が密接に関連した
保護者支援を行っている。 ａ

Ａ－３ 保護者に対する支援

Ａ－３－（１） 家庭との緊密な連携

Ａ－２－（２）－④
健康診断・歯科健診の結果について、
保護者や職員に伝達し、それを保育に
反映させている。

ａ

Ａ－２－（３） 健康及び安全の実施体制

Ａ－２－（２）－①
子どもの健康管理は、子ども一人ひと
りの健康状態に応じて実施している。 ａ

Ａ－２－（２）－②
食事を楽しむことができる工夫をして
いる。 ａ

障害のある子どもが安心して生活でき
る保育環境が整備され、保育の内容
や方法に配慮がみられる。

ａ

Ａ－２－（１）－③

Ａ－２－（２）
子どもの福祉を増進することに最もふさわしい
生活の場

長時間にわたる保育のための環境が
整備され、保育の内容や方法が整備
されている。

ａ

Ａ－２－（１）－②

Ａ－２－（１） 生活と発達の連続性

Ａ－２－（１）－①
子ども一人ひとりを受容し、理解を深
めて働きかけや援助が行われている。 ａ

Ａ－２ 子どもの生活と発達
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